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第3ターミナルは、約1年をかけての増築工事で1階到着ロビーを拡張、9月5日から供用を開始した。
これにより出発と到着のお客さまの動線が分離でき、2階出発ロビーの混雑緩和が図れる。

さらに、関連設備の再配置等によるお客さまの利便性向上にも力を入れた。

　第3ターミナルは、2015年4月のオープンから4年以
上が経過し、予想を上回る各社の事業規模と需要の
成長により、年間取扱能力として当初想定していた750
万人を超えるお客さまにご利用いただいている。その
ため、出発されるお客さまと到着されたお客さまが同
一の動線で往来することになる2階出発ロビーでは、お
客さまの集中する時間帯にチェックインカウンター付
近などで混雑が発生していた。
　これは、限られた敷地面積の中で、できるだけコス
トを抑えて整備するという、LCC専用ターミナルとして
のコンセプトを踏まえた結果、1階の手荷物受取場を
通過された到着のお客さまが、ターミナル外に移動す
る場合は、2階の出発ロビーエリアを通過する必要が
ある構造となっていたため。今回はその混雑緩和を図
る抜本的な解決策として、出発と到着のお客さまの動
線分離を実現した。
　第3ターミナルのオープン以降、最大規模となった今
回の工事では、建物の西側の一部を外に張り出す形で
約1600㎡を拡張し、到着ロビーを設けた。これにより
到着したお客さまは、1階到着ロビーからそのままター
ミナルの外に出て2階に上がり、第2ターミナルやバス
ターミナル等への動線に合流することになる。出発ロ
ビーを通らずに済む新たなルートで、出発動線とは移
動経路が完全に分離された形となった。これにより、2
階出発ロビーの混雑が緩和され、より便利で快適にお
客さまにご利用いただけるようになった。

　なお、フードコートや物販店舗等を利用されるお客
さまのために、到着ロビーから外には出ずに、すぐに2
階の出発ロビーフロアに上がれる動線も、引き続き確
保している。

到着ロビーの設備も充実

　今回の改修では混雑解消と同時に、施設環境とお
客さま満足度（CS）向上にも取り組んでいる。
　これまでの2倍ほどの面積に広がった1階の到着ロ
ビーには、従来2階の出発ロビーにあったバス乗車券
の販売カウンターや京成電鉄の乗車券販売機等を移
設。これまで第3ターミナルにはなかった、手荷物一次
預かりと宅配便の受付カウンターを新設。訪日外国人
旅客のニーズに対応するため、Wi-Fiのレンタルカウン
ターを増設したほか、SIMカード販売機も設置するな
どで、到着ロビーとしての関連設備をこれまでより充実
させている。
　さらに、新設したエレベーターはユニバーサルデザ
イン対応を一層強化。車いすのお客さまでも利用しや
すいよう、扉がエレベーターのカゴの幅まで全開し、
従来よりもスペースの広い機種を採用した。また国内
空港として初めて、エレベーター内部に試験的にテレ
ビ電話用のモニターとカメラも設置。聴覚障害のある
方でも、より安心してエレベーターをご利用いただける
よう、『SOS』ボタンを押すと監視室とテレビ電話でつ
ながって、筆談やコミュニケーションボード等で意思

到着ロビーとしての設備・機能も拡充増築した1階到着ロビー

第3ターミナルの1階到着ロビーを拡張

動線分離で混雑緩和、利便性も向上
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疎通、情報提供ができるようになった。
　なお、到着ロビーの拡張工事はこれで一段落にはな
るが、今後もお客さまの利便性向上のため、到着ロビー
とターミナル連絡バスの乗降場が直結できるよう、準
備を進めていく。

保安態勢を強化、さらなる増築も

　第3ターミナルの年間取扱能力拡大など機能強化を
実現するためのもう一方の柱に、より高度で効率的な
保安検査機器の導入がある。現在、2019年度末まで
の設置・運用開始に向けて、第1・第2ターミナルととも
に、「スマートセキュリティ」と「インラインスクリーニ
ングシステム」の導入準備を急いでいる。
　スマートセキュリティは、機内持ち込み手荷物のX線
検査を行う保安レーンを従来よりも長くすることで、3
人ほどのお客さまが同時に手荷物を流す準備ができ
るのが特長。また、再検査が必要な手荷物だけを自動
的に仕分ける仕組みにより、再検査の必要のないお客
さまはスムーズに先に進むことができる。これにより、
保安検査レーン1つあたりの処理能力は最大50％アッ
プすることが見込まれる。さらに、荷物を載せるトレイ
は自動で入り口に戻されるため、保安検査員が運ぶ負
担が軽減されるといったメリットがある。
　インラインスクリーニングシステムとは、受託手荷物
を搬送するバゲージハンドリングシステム（BHS）と検査
機器を一体化させて、ベルトコンベヤーによる手荷物の
搬送中に、爆発物等の危険物を自動的に検査するもの。
　これまで、第3ターミナルでの受託手荷物の保安検
査は検査員がX線検査装置で手作業により実施してい
る。このため、数量が増えてくると検査員に大きな負担
がかかるほか、検査の処理能力にも限界がある。しか

し、このインラインスクリーニングシステムが稼働すれ
ば、チェックインにかかる時間を短縮できるとともに、
高度なセキュリティーレベルを保ちながら手荷物検査
の処理能力を高めることができる。
　これらの施策を合わせて、第3ターミナルの年間取
扱能力を現在の施設でも900万人まで高められると予
測しているが、旅客数はその後も増加が見込まれるこ
とから、抜本的な対策としてターミナル本体を増築す
ることで、年間取扱能力を、当初の750万人から1500
万人に倍増することを計画している。
　これは、第3ターミナルの南側に隣接する第5貨物ビ
ルを撤去して、その跡地（約1万㎡）を活用するもの。
現在の第3ターミナルとほぼ同規模の施設が建設可能
となる見通しで、2021年度末の完成を目指し、航空会
社等との協議を重ねながらフロアプラン等の検討を進
めている。
　成田空港にとって、LCCは今後の成長を支える屋台
骨のひとつであり、LCCによる拠点化のシンボルともい
える第3ターミナルについて、今後もさらなる機能強化
と利便性向上を図っていく。

エレベーター内部にはテレビ電話のモニターとカメラも

第3ターミナル到着ロビー略図


